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（午前１０時００分 開会） 

議長（宮澤 健君） 

 おはようございます。ただいまの出席議員は全員です。 

 ただいまから、令和３年１２月東庄町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 議事日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、１２番 山崎ひろみ君、

２番 栁堀忠君、両名を指名します。 

 議事日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 本定例会の会期は、本日１日限りとすることに議会運営委員会において意見の一

致を見ております。 

 従って、議会運営委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員長、板寺正範君。 

６番（板寺正範君） 

 おはようございます。令和３年１２月定例会の運営についてご報告いたします。 

 今期定例会の運営につきましては、去る１２月７日に議会運営委員会を開きまし

て、会期及び審議予定などについて協議をいたしました。この定例会に付議されま

す案件は、町長提案５件であります。これらの案件を審議するために、会期は本日

１日限りとすることに合意を見ております。 

 審議の予定は、本日、議事日程に従いまして、諸般の報告、行政報告の後、一般

質問は二人の議員から通告がありましたので、これを行います。次に、同意第３号

を上程し、採決を行います。その後、承認第５号を上程し、質疑・採決を行います。

続いて、議案第４１号から議案第４３号までを順次上程し、質疑・採決を行い、閉

会といたします。 

 なお、定例会閉会後、全員協議会を開催して、行政執行上の報告及び組合議会な

どの議会報告を行う予定です。 

 以上で、議会運営委員会において決定しました事項の報告を終わります。 

 本定例会が円滑に運営されますよう、各位のご協力をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 
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 お諮りします。 

 本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり本日１日限りとすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、本定例会の会期は本日１日限りとすることに決定しました。 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 初めに、議長より議会の会務報告を行います。 

 ９月定例会以後の議会活動及び議員活動は、お手元に配付の報告書のとおりでご

ざいます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規定による本定例会の出席要求に対し、お

手元の印刷物のとおり通知がありました。 

 次に、本日、町長より議案の送付があり、これを受理しました。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 日程第４、行政報告を行います。 

 町長及び教育長から行政報告の申出がありましたので、これを許します。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、行政報告の前に、過日行われました議会の臨時会におきまして、宮澤

議長をはじめ、新しい体制が整いました。今後とも執行部共々力を合わせながらあ

たってまいりたいと、このように考えておりますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

 それでは、令和３年９月１日から１１月３０日までの行政報告について、主なも

のを申し上げます。 

 初めに、総務課の関係でございますけれども、１ページ目、庶務関係で、１０月

２０日に第３回行政協力員まちづくり会議を開催しております。今年最後の会議と

して、地域の課題解決に向けた意見交換を行っていただきました。 

 次に、選挙関係でございますけれども、１０月３１日執行の衆議院議員総選挙で

すが、当町の有権者数１万１，５７３人、投票者数７，１５１人、投票率は６１．
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７９％で、４年前と比較し４．６８ポイント増となりました。 

 次に、３ページ目、中段からの町民課の賦課徴収関係で、町県民税や国民健康保

険税などの新規・更正分納入通知書を記載のとおり発送しております。 

 また、滞納処分といたしまして１９件の財産差押えを行っており、今後も徴収率

の向上に努めてまいります。 

 次に、健康福祉課の関係でございますけれども、８ページ目の福祉関係で、中段

の高齢者福祉関係に記載のとおり、９月１５日に敬老祝金の贈呈、９月２８日に米

寿をお祝いする会及び金婚をお祝いする会、また１０月４日には満百歳のお祝いを

行っております。今後とも高齢者が元気に生き生きとした生活を送れるよう、各種

施策に取り組んでまいります。 

 次に、９ページ目、中段から１０ページの衛生関係、保健関係で、記載のとおり

各種検診、予防接種、保健指導等の事業を実施しております。 

 １０ページ目の上段のコロナワクチン予防接種でございますけれども、１１月２

９日現在、第１回目終了者が１万１，１３５名、２回目の終了者が１万６９２名と

なっております。 

 また、１１ページ目の介護保険関係では、認定状況や各種サービスの利用状況を、

１２ページでは地域包括支援センター、訪問看護ステーション、デイサービスセン

ター等の活動・利用状況を記載しております。 

 老人福祉はもとより町民の皆様の健康づくりに取り組んでまいりたいと存じます。 

 次に、まちづくり課の関係でございますけれども、１２ページ目、中段から１３

ページにかけての建設関係で、舗装補修工事等６件の工事と測量業務委託等の７件

の委託業務を発注いたしました。 

 次に、農林水産関係では、１４ページ、上段に記載のとおり、ＣＳＦワクチン接

種を８月から１０月にかけて実施をしております。 

 また、下段に記載の農道舗装改修工事等、２件の委託業務を発注しております。 

 次に、１５ページ、商工・観光関係でございますが、長引く新型コロナウイルス

感染症の影響により、落ち込んだ地域経済の回復と消費促進を図るため、東庄町プ

レミアム商品券を販売し、１１月には９，７１７セットを販売いたしました。 

 最後に、１７ページ、中段、東庄病院関係でございますけれども、入院患者数と

外来患者数の１日平均はそれぞれ４９．３８人、９０．９４人となっております。 
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 以上で行政報告を終わらせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 教育長、五十嵐正憲君。 

教育長（五十嵐正憲君） 

 それでは、教育委員会の行政報告の主なものを申し上げます。 

 まず、１８ページ、１項目めの教育委員会関係でございますが、定例の委員会を

３回、記載のとおり開催しております。 

 また、１０月１９日に小学校と中学校、こども園、給食センターを訪問して、教

育関係の施設整備等についての要望を聞いてまいりました。学校の施設整備につい

ては、子供達の学びを支える根幹になりますので、今後もより豊かな教育環境とな

るように努めてまいります。 

 次の２項目め、学校教育関係の（１）諸会議等の主なものといたしまして、９月

１８日に保護者５８名の参加を得て、こども園の入園説明会を開催いたしました。 

 １１月３０日時点でこども園の入園予定者は（２）の募集結果にありますように、

該当者８５名のうち７２．９％に当たる６２名の入園希望者の申込みがありました。 

 １０月１３日には東庄小学校に入学予定の園児７８名の就学時健康診断を実施い

たしました。 

 続いて、下段の指定寄附でございますが、明治安田生命保険相互会社成田支社様

と東洋合成株式会社千葉工場様から記載の寄附をいただきました。 

 次の１９ページから２０ページにかけての３項目め、生涯学習関係といたしまし

て、（１）契約関係に記載のとおり５件の契約を締結いたしました。 

 また、中段以降の（２）生涯学習、（３）社会体育、（４）公民館関係の各種事

業につきましては、新型コロナウイルスの感染対策を講じた上で、記載のとおり実

施いたしました。 

 続いて、２０ページの中段、５項目め、図書館関係では、秋の読書スタンプラリ

ーを１０月１５日から１１月１３日まで実施、１２７名の方の参加がございました。 

 最後に、６項目めの学校給食センター関係では、（１）給食数の表にありますよ

うに小・中、こども園に給食の提供をいたしました。 

 また、１１月２５日に、町養豚経営者協議会様より寄附を頂いた豚肩ロース切身

を使って西京みそ焼きの給食を提供することが出来ました。 
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 以上で教育委員会の行政報告を終わりにいたします。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 これで行政報告は終わりました。 

 日程第５、一般質問を行います。 

 通告順に発言を許します。 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 １０番、高木です。一般質問、質問事項１、新しい東庄のために。 

 私は９月定例会で新しい東庄のためには、三つの改革が必要ではないかと質問さ

せていただきましたが、そのうちの一つ、教育改革について、問題点を掘り下げて

考えたいと思います。 

 教育環境を整えるということは、教育の原点ではないかと思います。教育環境の

一つに図書館の整備が挙げられます。図書館を整備し、読書を奨励し、知の世界を

広げることは、新しい東庄にとっても本当に大切なことではないでしょうか。 

 人々は五千年以上前から身の回りの事柄について書き留めてきました。柔らかい

粘土板に記号や符号を彫ったり、石に文字を刻んだり、今ではコンピュータに入力

したりと方法は様々ですが、思想やアイデアや日々の生活について、常に記録して

きました。記録を保管して分類する方法を考え出し、他の人が簡単に利用出来るよ

うにしたり、後世のために保存したりしてきました。これが図書館の始まりです。 

 高度の科学技術を用いた近代的な図書館は、一見すると古代の粘土や石に刻んだ

文字盤を集めた図書館とはあまり共通点がなさそうに思いますが、何千前年も隔た

っていようとも目的が同じという点ではつながっています。 

 人々が未来へ向かって進む時、これまで歩んできた道について情報を提供するこ

と、それこそが図書館の目的ではないでしょうか。図書館は今、生きている人々を

過去や未来の人々をつないでくれます。思想やアイデアが生まれ、育まれ、自由に

羽ばたくことが出来る場所が図書館です。 

 そこでお尋ねします。 

 要旨１、図書館の整備について。 

 図書館の整備は、新しい東庄のためのまちづくりであり、教育のための環境整備

でもあります。富山県で図書館によるまちづくりをしているところがありますので、
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少し紹介したいと思います。 

 人口２，０００人ほどの舟橋村です。この２０年間で人口が１，０００人以上増

加して、２０１８年４月１日現在で３，０６４人です。なぜこのように成功したの

でしょうか。 

 図書館建設等の初期投資に１０億円以上かかっており、図書館費として毎年３，

０００万円ほど、図書費として４００万円ほどです。本町においては、図書館費は

平成３０年度決算では６２０万円ほど、図書費は１５０万円ほどでしょうか。いか

に力の入れようが大きいかが分かります。 

 1 人当たりの年間貸出冊数は、舟橋村で３２冊、本町における 1 人当たりの年間

貸出冊数は１冊です。舟橋村の中学校では、４，２００冊を所蔵していて、図書室

にはタッチパネルがあり、８万４，０００冊所蔵の村立図書館とネットワークで結

ばれていて、いつでも借りることが出来ます。舟橋村における図書館に対する基本

姿勢といろいろな取組は以下のとおりです。 

 氾濫する情報の中で、人々が価値ある、真に必要とする情報を収集、整理し、求

められた資料を迅速に提供する。暮らしに役立つ本や雑誌を豊富に提供する。新刊

の読み物、実用書、教養書の他に雑誌にも重点を置く。ソファなどを置き、ゆった

りと読書を楽しめる空間づくりに努める。子供の夢と希望を育む読書資料センター

とする。親子で楽しめる漫画も文化として認める。音と映像を楽しめる場所とする。

最新の情報をコンピュータで提供する等々が挙げられます。これだけ一生懸命図書

館によるまちづくりを進めていると、いろいろな効果が上がっているようです。こ

の２０年間で５０％以上の人口増加、本町においてはマイナス２０％、子供達の中

でも読書が好きになり、知の世界が大きく広がった人も何人か出てきているようで

す。４０人ほどの小さな集落から東大へ３人、京大へ一人、一ツ橋大へ一人の進学

者を輩出したということです。 

 この図書館でのまちづくりの事例は、本町における図書館の整備にとって参考に

なることが多々あるように思います。図書館の整備は、過疎対策でもあり、教育の

ための環境整備でもあります。町では、図書館の再生整備についてどのような認識

でしょうか。伺います。 

 以下、一問一答については、自席にして行います。 

 続いて、質問事項２、補助金について。 
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 農業と各種団体に対する補助金についてお尋ねします。町内にある団体等は、規

模の小さいところが大半です。小さな団体等にあっては、国、県、町等からの補助

金は本当にありがたいことです。本町における補助金の支出にあたっては、どのよ

うな基準がありますか。お伺いいたします。 

 以下、一問一答については自席にて行います。 

 以上で最初の質問を終わります。 

議長（宮澤 健君） 

 生涯学習担当課長、前田泰孝君。 

生涯学習課長（前田泰孝君） 

 それでは、質問事項１、質問要旨１の図書館の整備についてお答えいたします。 

 まず、図書館の施設面につきましては、平成２２年度に大規模改修工事を実施い

たしまして、以降は適切な維持管理に努め、施設の長寿命化を図っているところで

ございます。 

 また、公民館、石出分館の図書室におきましても、図書館と同様の業務を行い、

町民の皆様により身近に図書館をご利用いただけるように取り組んでいるところで

ございます。 

 次に、運営面につきましては、まず、町ホームページからインターネットによる

蔵書検索が出来るように対応しております。 

 また、広報活動といたしましては、広報とうのしょうに「本が好き！」というタ

イトルで図書館からのお知らせを隔月で掲載しており、その他、新たに入荷した本

などをご紹介する図書館だよりを年４回、発行しております。 

 これらの蔵書の選択にあたりましては、平成１１年に発行いたしましたまんが東

氏物語や、今年度発行した町指定文化財常縁集複製版など、町教育委員会で発行し

ております郷土資料書籍をはじめといたしまして、その他、地域の特色を活かした

蔵書に努め、小さくても魅力ある図書館運営を目指しております。 

 今後も町民の皆様に身近に図書館をご利用いただけるよう、より一層、取り組ん

でまいりたいと思います。 

 図書館につきましては以上です。よろしくお願いします。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 
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１０番（高木武男君） 

 では、一問一答でお願いします。 

 本町の図書館の現況について伺います。図書館の蔵書数と年間貸出冊数、また 1

人当たりの貸出冊数についても伺います。お願いします。 

議長（宮澤 健君） 

 生涯学習担当課長、前田泰孝君。 

生涯学習担当課長（前田泰孝君） 

 まず、蔵書数につきましては、本年、令和３年１２月１日現在で２万６，９９１

冊となっております。 

 年間貸出冊数につきましては、昨年度、令和２年度実績で１万３，２１９冊であ

りまして、人口 1人当たりの貸出冊数ですと、ちょうど 1人当たり１冊程度となっ

ております。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 本町の図書館費と図書費について伺います。 

議長（宮澤 健君） 

 生涯学習担当課長、前田泰孝君。 

生涯学習担当課長（前田泰孝君） 

 図書館費につきましては、令和３年度予算額で７８６万３，０００円になります。

なお、令和２年度、前年度決算額は６３４万２，３８６円となっており、これは図

書に関する会計年度任用職員延べ４名分の報酬・給与を含んでおります。 

 図書費、図書購入費につきましては、令和３年度予算額で１５０万円、前年度、

令和２年度決算額では１４９万２，８０７円であります。内訳といたしましては、

書籍の購入が６５９冊、ＤＶＤの購入が２７作品であります。なお、ＤＶＤにつき

ましては、図書館において一般貸出しの他、小中学生を対象とした夏休み子供映画

会においても利活用しております。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 
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 教育のまち東庄を標榜する本町にあっては、図書館について、少々軽んじている

ように見えます。本町在住の小・中・高校生のためにも、図書館の整備はしっかり

とすべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

議長（宮澤 健君） 

 生涯学習担当課長、前田泰孝君。 

生涯学習担当課長（前田泰孝君） 

 小学生、中学生を対象とした取組といたしましては、昨年度、青少年相談員と図

書館の共催で、私がおすすめする１冊と題しまして、ＰＯＰコンテストを実施し、

中学生２８３人のご応募をいただきました。 

 今年度は参加対象に小学校５年生、６年生も加えまして、現在、作品を募集中で

あります。 

 また、毎年、こどもの読書週間に併せまして、スタンプラリーを実施しておりま

す。これは期間中に本を借りて、スタンプを１０個集めた方、すなわち１０冊貸出

しを利用された方に景品をお渡ししております。 

 また、現在は新型コロナの影響により中止しておりますが、お話ボランティアに

よるお話し会、絵本の読み聞かせにつきましても、今後のコロナの状況を見ながら

再開したいと考えております。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 では、次に、読書を奨励するために提案します。貯金通帳のような小さな冊子に

読んだ本を記録するとともに、読んだ本の冊数に応じて、こじゅりんのポイントを

付与するということはいかがでしょうか。 

議長（宮澤 健君） 

 生涯学習担当課長、前田泰孝君。 

生涯学習担当課長（前田泰孝君） 

 冊子に読んだ本を記帳するという、いわゆる読書通帳につきましては、近隣市町

の状況を確認しながら、早期の実施を検討しております。 

 また、コジュリンポイントの付与につきましては、行政ポイント対象事業の一つ

といたしまして、平成２９年度から実施しており、返却時に１冊当たり５ポイント
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を付与しております。これにつきましては、今後も引き続き継続したいと考えてお

ります。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 では、続いて、質問事項２の補助金についての一問一答を行います。 

 補助金は全て町民一人一人の税金。 

議長（宮澤 健君） 

 高木議員、ちょっと待ってください。 

 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 

 それでは、高木議員の質問事項２、農業各種団体に対する補助金についてお答え

をいたします。 

 本町における補助金の支出にあたっての基準でございますが、東庄町補助金交付

規則及び各事業ごとの補助金交付要綱により定められております。東庄町補助金交

付規則では、補助金等の交付の申請及び決定等に関する事項、その他、補助金等に

係る予算の執行に関する基本的事項を規定しております。 

 補助金交付要綱では、補助対象、採択基準、補助率、申請、実績報告等について

規定しております。 

 以上でございます。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 失礼しました。では、補助金について一問一答で行います。 

 補助金は全て町民一人一人の税金です。補助金の支出にあたっては、慎重である

べきです。支出しない場合もあろうかと思いますが、それはどういう時でしょうか。 

議長（宮澤 健君） 

 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 

 議員が言われるように、補助金の支出にあたっては慎重であるべきであると考え
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ております。 

 補助金等の交付の申請があった時は、当該申請に係る書類等の審査及び必要に応

じて現地調査等を行い、補助金等を交付するかどうかを決定しております。 

 審査の結果、採択基準にそぐわないものについては、補助金は支出されないこと

となります。 

 また、偽りやその他、不正な手段により補助金の交付を受けた時や補助金を他の

用途への使用が判明した場合などは、補助金の交付決定が取り消され、その返還が

命ぜられることとなります。 

 以上でございます。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 補助金を受けようとしている団体において、法令違反等があった場合はどうなる

のでしょうか。 

議長（宮澤 健君） 

 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 

 補助金の申請内容に関連する法令違反等が判明した場合は、当該申請は不採択と

なります。それ以外の場合は、法令違反等の内容により判断されることとなろうか

と思います。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 申請の内容以外の法令違反については、内容により判断されるということですが、

２０万円以下の過料が課せられる法令違反はどう判断しますか。 

議長（宮澤 健君） 

 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 

 ２０万円以下の過料が課せられる法令違反は、司法の判断がなされた法令違反で

ある場合は、その事案ごとに法令に基づいて判断することになろうかと考えます。 
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 議員がおっしゃっておられるとおり、補助金は町民一人一人の税金でございます

ので、補助金の支出にあたっては、法令に基づいて慎重に判断したいと考えます。 

 以上でございます。 

議長（宮澤 健君） 

 １０番、高木武男君。 

１０番（高木武男君） 

 今の答弁で、司法の判断がなければ法令違反ではないと認識しました。司法の判

断が出るまでには長い年月と多大な費用が必要です。町民が司法の判断を求めるこ

とについては、ハードルが高過ぎます。一般町民が訴訟を起こすことなどは、無理

難題なことです。町民のそんな気持ちを見透かして、司法判断という言葉が出てき

たのではないでしょうか。身近なところで交通違反について考えれば一目瞭然です。

スピード違反では、スピードを測定したものが証拠となり、スピード違反が確定し

ます。法令に照らし合わせて、証拠があれば法令違反となります。今回の案件につ

いても、法令に違反する証拠が幾つもあります。法令に違反する確たる証拠があれ

ば、司法の判断がなくとも法令違反であることは間違いありません。 

 町民一人一人の税金が原資の補助金の支出にあたっては、慎重に公正に町民が納

得出来る判断をされるよう切にお願い申し上げます。 

 以上で質問を終わります。 

 最後に、要望を一つ申し上げます。 

 図書館の整備については、小・中・高校生の知の世界を広げるため、しっかりと

取り組んでいただきたい。 

 以上で一般質問を終わります。 

議長（宮澤 健君） 

 次に、３番、桜井荘一君。 

３番（桜井荘一君） 

 ３番、桜井です。質問は一括質問、一括答弁で行います。 

 まず最初に、先般、広報の１２月にも掲載されておりました防災重点農業用ため

池について質問いたします。 

 ２０１８年、西日本を中心に北海道や中部地方を含む全国的に広い範囲で発生し

た台風及び梅雨前線の影響による集中豪雨の影響で、多くのため池が決壊し、甚大
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な被害をもたらしました。 

 また、千葉県においても、令和元年、台風１５号、１９号、１０月２５日の大雨

と大きな災害をもたらしました。 

 このように、毎年のように激甚災害が発生しており、地震や大雨に備えて、ため

池の決壊による被害に対応する必要があります。 

 先週もアメリカでスーパーセルですか、竜巻が発生して、想定外の災害が発生し

ているということもあります。東庄町においても、６ヶ所のため池が防災重点農業

用ため池の指定を受けております。防災重点ため池の選定基準とは、決壊した場合

の浸水区域に家屋や公共施設等が存在し、人的災害を与えるおそれのあるため池と

うたわれております。当町でも指定を受けているのは東今泉堰の１番堰及び２番堰、

それから石出堰の１号堰及び２号堰、それから新宿堰、小南の八丁堰です。１０月

にこれらのため池の水を抜いて防災工事の必要性を調べたと思います。その劣化状

況調査の結果はどのようになっているのか伺います。 

 質問要旨として、１、ため池の劣化状況調査結果について。２つ目に保全管理体

制について。３番目にため池の所有者について。 

 次に、石出ドックの浚渫工事についてお伺いいたします。 

 石出ドックの浚渫については、昨年度浚渫工事をする予定であったかと思います

が、係留されている船の、いわゆる自動車で言えば車検に相当する船検、所有者の

小型船舶操縦免許等の資格の確認関係及びシラス漁の解禁等があり、見送られた経

緯があると思います。通常、シラス漁は１２月から４月にかけて漁を行うため、今

年度も浚渫工事が難しいと認識しております。船舶の持ち主からは、土砂の堆積に

より満潮時にしか船の出し入れが出来ない、干潮時には水門の下に係留し、満潮時

にドックに入船するといった状況も伺っております。つきましては、石出ドックの

浚渫工事の予定についてお伺いいたします。 

 次に、係留船の届出状況について伺います。 

 不法係留船対策については、係留している所有者や船の状況を確実にする必要が

あります。つきましては、現在、石出ドックに係留している船の届出状況について

お伺いいたします。 

 質問要旨は以上です。以降、自席にて質問いたします。 

議長（宮澤 健君） 
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 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 

 それでは、桜井議員の質問事項１、防災重点農業用ため池についてお答えいたし

ます。 

 初めに、質問要旨１、ため池の劣化状況調査結果についてでございますが、千葉

県では、千葉県防災重点農業用ため池に係る防災工事等推進計画、これを令和３年

３月に策定し、この計画に基づいてため池の劣化状況調査を実施しております。 

 防災重点農業用ため池とは、災害等により決壊した場合の浸水区域に家屋等が存

在し、人的被害を与える恐れのあるため池として防災重点農業用ため池に係る防災

工事等の推進に関する特別措置法に基づき千葉県知事が指定しており、県内にはこ

のようなため池が３８７ヶ所ございます。 

 議員がおっしゃるように、本町では、東今泉上堰、下堰、石出１号堰、２号堰、

新宿堰、夏目八丁堰の六つのため池が指定されております。 

 今回の調査については、調査期間が来年１月末まで設定されており、結果につき

ましては、年度内に報告される予定でございます。 

 また、より詳細な調査が来年度以降に行われ、劣化状況の評価がされます。 

 劣化状況の評価により、防災工事が必要とされた農業用ため池については、計画

的に整備が進められます。 

 防災工事は不要であるものの、経過観察が必要であると判断された場合は、引き

続き経過観察を行うこととなります。 

 また、全ての防災重点農業用ため池については、管理者による年１回程度の定期

点検の実施が必要となります。 

 経過観察、定期点検については、管理者である地元区の皆様と連携を図り、実施

してまいりたいと思います。 

 次に、質問要旨２、防災重点農業用ため池の保全管理体制についてでございます

が、管理者は地元の区となっております。規模の大きな修繕工事や改修工事等は、

県が主体となって実施いたしますが、堤体の除草や施設の軽微な修繕等は管理者で

ある地元区に行っていただいております。 

 軽微な修繕等の費用は、基本的には地元負担となりますが、町といたしましても、

事業の内容や工事の規模等を考慮し、活用出来る補助事業や実施方法について県と
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協議の上、対応してまいります。 

 次に、質問要旨３、ため池の所有者についてでございますが、東今泉上堰、下堰、

石出１号堰、２号堰は東庄町が、夏目八丁堰は国が所有者になっております。新宿

堰については登記簿が存在せず、所有者が不明になっております。県内のため池の

１０％程度が所有者不明になっているとのことでございます。所有者の有無にかか

わらず、ため池については利用者である地元の皆様に管理していただいております。 

 町といたしましても、今後も地元の皆様のご協力をいただきながら、ため池の防

災対策を実施してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

議長（宮澤 健君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 それでは、桜井議員の質問事項２の石出ドック浚渫工事についてお答えいたしま

す。 

 まず、質問要旨１の石出ドックの浚渫工事の予定についてお答えいたします。 

 石出ドックの浚渫については、昨年度、地元石出区から国土交通省が管理する石

出樋門から利根川本線までの水路の浚渫と併せて要望がありました。 

 利根川本線側の水路については、東庄町が地元漁業協同組合の理解を得て、国の

不法係留船対策の協力や発生予防対策の徹底を図ることを条件に国土交通省が昨年

１１月に浚渫を行いました。町が管理する石出のドックも水路と一緒に浚渫をする

予定でしたが、議員のおっしゃるとおり船検や船舶免許の資格確認等やシラス漁の

解禁などで昨年度の浚渫は見送られました。 

 今年度は新型コロナウイルスの影響下での不法係留船の発生予防対策や浚渫土の

置場の協議等に時間を要しております。そのため、浚渫工事の予定ですが、６月か

ら１０月の出水期と１２月から４月のシラス漁の期間を避けた、早くても来年の５

月、もしくは１１月頃となります。 

 続きまして、質問要旨２の係留船の届出状況についてお答えいたします。 

 町が直近で把握している係留船の状況ですが、現在、石出ドックに係留している

船は１５隻ほどです。また、係留している船の所有者、または共同名義人は、全員

町内の方になっており、今後の不法係留船対策が取りやすい状況になってきました。 
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 町としても、地元関係者や地元漁業協同組合様のご理解、ご協力を得ながら、石

出船入場の管理体制を十分に整えた後、少しでも早い時期での石出ドックの浚渫を

目指してまいりますので、議員の皆様方にもご協力のほど、お願いいたしまして、

私の答弁を終わりにいたします。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 ３番、桜井荘一君。 

３番（桜井荘一君） 

 まず、質問１ですけれども、ハザードマップが作成されていると思いますが、た

め池が決壊した時の貯水量はどのぐらいのことを想定されているのか伺います。 

議長（宮澤 健君） 

 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 

 ハザードマップの決壊した時の貯水量でございますが、ため池の貯水量が満水時

に堤体が瞬時に決壊した場合、親子ため池については同時に決壊した場合などの最

悪の条件を想定したものとなっております。それによりまして、区域を設定してお

ります。 

 ただし、気象条件などにより浸水の予想区域が異なる場合もございます。また、

大雨の時には河川や水路が氾濫することも十分に考えられます。浸水区域の方はも

ちろん、区域外の方もハザードマップを参考に日頃から避難方法や避難場所を確認

しておくことが必要と考えます。 

 今後も町民への周知に努めてまいります。 

 以上でございます。 

議長（宮澤 健君） 

 ３番、桜井荘一君。 

３番（桜井荘一君） 

 重点ため池以外に町でその他に何ヶ所かあるかと思うんですけれども、その辺の

管理というのはどのように進めているのか伺います。 

議長（宮澤 健君） 

 農業委員会事務局長（農政担当課長）、堀江弘之君。 

農業委員会事務局長（農政担当課長）（堀江弘之君） 
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 今回、６ヶ所の重点防災ため池でございますが、それ以外のため池につきまして

も基本的には管理は地元の利用者である区の皆様に管理者となっていただいており

ます。同じように軽微な修繕、管理等は地元区の負担となっておりますが、こちら

についても重点ため池と同様に町の方でも対処していきたいと考えております。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 ３番、桜井荘一君。 

３番（桜井荘一君） 

 次に、係留船は小型船舶操縦免許等を確認し、今現在、１５艘になっているとい

うことですが、確認する前は何艘あったんでしょうか。また、どのように処理した

のか伺います。 

議長（宮澤 健君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 町が令和２年の夏頃に確認した時に、１９隻ほどの船が停泊をしておりました。

その後、免許証とか船検などのコピーなどを頂きまして、確認しております。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 ３番、桜井荘一君。 

３番（桜井荘一君） 

 ４隻減っていますけれども……。 

７番（花香孝彦君） 

 一般質問の途中に申し訳ありません。一般質問の仕方について再度確認をしたい

のですけれども、一括答弁になっているかと思うのですが、いかがでしょうか。 

議長（宮澤 健君） 

 通告では、桜井議員の方から一括質問、一括答弁という形になっておりますので、

本件に関する質問は既に３回になりましたけれども、会議規則第５４条、ただし書

の規定によって、特に発言を許します。簡潔にお願いしたいと思います。 

 ３番、桜井荘一君。 

議長（宮澤 健君） 
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 ３番、桜井荘一君。 

３番（桜井荘一君） 

 石出ドックについては、早急な浚渫工事をしていただいて、船の往来が、満ち潮、

引き潮関係なく往来出来ることをお願いしまして、質問を終わります。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 以上で、桜井荘一君の一般質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とします。再開は午前１１時１０分からとします。 

（午前１０時５６分 休憩） 

（午前１１時１０分 再開） 

議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第６、同意第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とし

ます。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、同意第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任について提案理由を

申し上げます。 

 現在、委員としてお願いをしております林正憲氏の任期が令和４年２月１９日で

満了となるため、後任に清水満さんを任命いたしたく、提案させていただいた次第

であります。 

 清水さんは、石出地区にお住まいで、現在６３歳です。佐原信用金庫にお勤めさ

れており、主に経営企画部門及びコンプライアンス担当などを歴任され、豊富な知

識と経験を有する方であります。 

 ご審議の上、ご同意くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
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議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりました。ここでお諮りします。 

 ただいま議題となりました同意第３号につきましては、正規の手続きを省略して、

直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから同意第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決します。 

 本案はこれに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、同意第３号は同意することに決定しました。 

議長（宮澤 健君） 

 日程第７、承認第５号、専決処分の承認を求めることについて（令和３年度東庄

町一般会計補正予算（第６号））を議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、承認第５号、専決処分の承認を求めることについての提案理由を申し

上げます。 

 本案件は、令和３年度一般会計補正予算（第６号）の専決処分について承認を求

めるもので、子育て世帯等臨時特別給付金について現金給付分の実施のため、予算

を編成したものであります。 

 補正内容でございますが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８，１

３８万７，０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億７，

８３７万８，０００円としております。議会を招集する時間的余裕がなかったこと
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から、地方自治法第１７９条第１項の規定により１２月３日に専決処分とさせてい

ただきましたので、同条第３項の規定により承認を求めるものであります。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、承認

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、向後喜一朗君。 

総務課長（向後喜一朗君） 

 承認第５号、専決処分の承認を求めることについての内容をご説明申し上げます。 

 令和３年度東庄町一般会計補正予算（第６号）につきまして、１２月３日に専決

処分を行いましたので、承認を求めるものでございます。 

 先程、町長の提案理由にもありましたとおり、子育て世帯への臨時特別給付金の

現金給付分を１２月から支給するための費用を計上したものとなります。 

 初めに、歳出予算から申し上げますので、議案書の９ページをお願いいたします。 

 ３款・民生費、２項５目・児童福祉費、子育て世帯への臨時特別給付金の３節・

職員手当等合計８万２，０００円。給付事業に従事する職員の時間外勤務手当など

の人件費となります。 

 １０節・需用費合計４万９，０００円。消耗品及び印刷製本費となります。 

 １１節・役務費合計２７万１，０００円。郵便料及び給付金の口座振込にかかる

手数料となります。 

 １２節・システム委託料３８万５，０００円。給付に対応するためのシステムの

改修となります。 

 １８節・子育て世帯への臨時特別給付金８，０６０万円。高校生以下及び令和４

年３月３１日までに生まれる子供の見込み１，６１２人分に対して５万円給付しま

す。 

 次に、歳入について申し上げます。議案書の８ページをお願いいたします。 

 歳出で説明しました全額を国庫支出金で賄うものとなります。 

 １５款・国庫支出金、２項２目２節・国庫補助金、民生費国庫補助金、児童福祉

費補助金で８，１３８万７，０００円を計上しております。 

 以上で専決処分による一般会計補正予算（第６号）の説明を終わらせていただき

ます。よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願いいたします。 
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議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから承認第５号、専決処分の承認を求めることについて（令和３年度東庄町

一般会計補正予算（第６号））を採決します。 

 本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、承認第５号は承認することに決定しました。 

 日程第８、議案第４１号、公の施設の指定管理者の指定についてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第４１号、公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を申

し上げます。 

 現在、東庄町食肉センターにつきましては、指定管理者制度を導入し、指定管理

者として東庄町食肉センター事業協同組合を指定しておりますが、この指定期間に

つきましては、本年度末をもって期間が満了となります。食肉センターにつきまし
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ては、同組合による指定管理者としての管理により、経営も健全に保たれているこ

とから、引き続き指定管理者による管理を継続すべく同組合を指定管理者の候補者

として選定したところでございます。 

 来年度から同組合を食肉センターの指定管理者として指定するにあたり、地方自

治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をいただくものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、向後喜一朗君。 

総務課長（向後喜一朗君） 

 議案第４１号、公の施設の指定管理者の指定の件についてをご説明申し上げます。 

 町長の提案理由にもありましたとおり、東庄町食肉センターにつきましては、平

成１９年度に指定管理者制度を導入、東庄町食肉センター事業協同組合を指定管理

者に指定し施設管理を行っております。その後の指定状況ですが、前回の指定が平

成２４年４月１日からの５年間、現在の指定が平成２９年４月１日からの５年間と

なっており、令和４年３月末に指定期間が満了となります。 

 同組合による管理につきましては、経営の努力が見られ、経営も健全に保たれて

いることから、実績のある同組合を引き続き指定管理者の候補者として選定すべく

同組合と協議の上、指定管理者の指定申込書の提出を依頼しました。 

 この申込書の提出を受け、１０月１２日に指定管理者選定委員会を開催し、これ

までの実績等を総合的に判断した結果、施設管理も適切であること、及び近年、処

理頭数も約１０万頭と安定しており、経営状況も良好に推移していることから、同

組合を候補者として選定いたしました。 

 今回、議決をいただきまして、指定管理者として指定し、管理業務等は協定書を

締結することとなります。 

 協定の内容の詳細につきましては、今後、組合と協議をしてまいりますが、指定

期間につきましては、令和４年４月１日から令和９年３月３１日までの５年間とい

たします。 

 また、管理委託料につきましては、物価上昇等の経費増加に鑑み、年間９，４０

０万円を上限とする予定でございます。 
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 なお、この管理委託料につきましては、来年度予算をご審議いただく議会におき

まして、債務負担行為の設定及び年間の予算計上額につきまして、ご審議いただく

こととなりますので、申し添えさせていただきます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、議案第４１号、公の施設の指定管理者の指定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第４１号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩とします。再開は午前１時からといたします。 

（午前１１時２６分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第９、議案第４２号、令和３年度東庄町一般会計補正予算（第７号）、日程

第１０、議案第４３号、令和３年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、

以上２案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 
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（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、ただいま一括議題となりました議案第４２号及び議案第４３号につき

まして、提案理由を申し上げます。 

 初めに、議案第４２号、令和３年度東庄町一般会計補正予算（第７号）の提案理

由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，０６３万９，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６３億１，９０１万７，０００円とす

るものであります。 

 主な補正内容でございますが、まず、民生費関係では、障害児通所給付費、自立

支援給付費について増額補正を行っております。 

 次に、衛生関係では、番号制度に係るシステム改修委託について計上しておりま

す。 

 次に、農林水産業関係では、多面的機能支払交付金の返還金を計上しております。 

 次に、商工関係では、とうのしょうサイクルデーの実施主体となります町観光協

会への貸付金を計上しております。 

 次に、土木関係では、ＪＲ下総橘駅前駐車場の整備工事を新規で計上しておりま

す。 

 次に、教育関係では、成人式の費用について増額補正をしております。 

 歳入につきましては、寄附金、返還金、国・県補助金等を補正し、歳入が歳出に

不足する分については繰越金を補正しております。 

 続いて、議案第４３号、令和３年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，８３５万３，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億１，９６７万７，０００円とす

るものであります。この補正につきましては、保険給付費の給付額の増額及び保険

基盤安定負担金の交付額の確定に伴う繰入金の減額を盛り込むものであります。 
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 以上、議案第４２号及び議案第４３号の提案理由を申し上げました。 

 詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決くだ

さいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、向後喜一朗君。 

総務課長（向後喜一朗君） 

 それでは、令和３年度東庄町一般会計補正予算（第７号）の内容について説明さ

せていただきます。 

 歳出予算から申し上げますので、議案書の２０ページをお願いいたします。 

 初めに、２款・総務費、１項・総務管理費、４目・財産管理費の１４節・地域イ

ントラネット基盤施設整備工事費２４０万円。自営光ケーブルの架け替えの要因と

なる工事等の増加に伴い、増額補正するものでございます。 

 次に、６目・防犯対策費の１８節・防犯灯修理補助金２５万円。区で管理する防

犯灯の設置や修理につきまして、ＬＥＤ化のための経費に対応するための補助金を

改定したことから、増額補正するものとなります。 

 次に、２項１目・徴税費、税務総務費の３節・時間外勤務手当の５０万円。申告

等に係る事務量の増加のため、増額補正するものとなります。 

 次に、３項１目・戸籍住民基本台帳費の１２節・戸籍附票システム改修適応版ソ

フトウエア保守業務６万６，０００円。令和４年の戸籍法の改正に伴う戸籍附票シ

ステム改修に適応する保守業務となります。 

 続きまして、３款・民生費、１項・社会福祉費、１目・社会福祉総務費の３節・

時間外勤務手当２４万円。生活保護などの生活困窮者の対応に時間を要したことに

よる増額補正となります。 

 １９節・障害児通所給付費４４０万円及び自立支援給付費１，０５２万円。この

２件は、共に報酬改正によるサービス単価の増と利用人数の増による増額補正とな

ります。こちらの財源は、共に４分の３が国・県補助金となっております。 

 ２７節・繰出金の合計マイナス７３万８，０００円。国民健康保険の基盤安定負

担金について、負担額が確定したことにより繰出金を減額するものとなります。 

 次に、２目・老人福祉費につきましては、福祉への指定寄附としていただいた１

５０万円を町内巡回バスのおでかけ号の購入に充当し、財源振替をしております。 
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 なお、おでかけ号につきましては、故障による新規購入となり、予備費を充当し

て購入の手続きを進めているところでございます。 

 続きまして、４款・衛生費、２１ページをお願いいたします、１項・保健衛生費、

２目・予防費の１２節・番号制度に係るシステム改修委託料５６９万円。健康診断

結果のデータ標準化に伴うシステム改修となります。こちらは財源として２４０万

３，０００円が国庫負担金として歳入になる見込みです。 

 次に、３目・環境衛生費につきましては、一般会計補正予算（第３号）の歳出予

算で補正しました住宅用省エネルギー設備設置補助金の県支出金につきまして、財

源振替をしております。 

 続きまして、５款・農林水産業費、１項・農業費、３目・農業振興費の合計４２

万７，０００円。１月から採用見込みの会計年度任用職員の報酬、手当、保険料と

なります。 

 次に、５目・農地費の１８節・土地改良施設維持管理適正化事業補助金３３万１，

０００円。東総用水土地改良区に対する補助金で、石出の揚水機場整備補修工事が

増額となり、補助金を増額補正するものでございます。 

 ２２節・多面的機能支払交付金返還金１００万２，０００円。菰敷環境資源保全

会の平成２８年度から令和２年度までに受けた交付金の返還金となりますが、管理

面積の減少と持越額が過大になったことによる返還となります。 

 次に、８目・ふれあいセンター費の１０節・修繕料４７万８，０００円、合併処

理浄化槽のブロワー故障による交換となります。 

 続きまして、６款・商工費、１項３目・商工費、観光費の２０節・とうのしょう

サイクルデー事業貸付金９００万円。町観光協会が事業主体となるイベントのとう

のしょうサイクルデーが２月上旬に実施されます。これは実証事業として、全額観

光庁の補助金で実施されるものですが、実施にあたり運転資金が不足するため、無

償貸付を行うものとなります。 

 続きまして、７款・土木費、１項１目・土木管理費、土木総務費の３節・時間外

勤務手当３７万円。用地交渉などにより増額補正するものとなります。 

 ２２ページに移りまして、４項２目・都市計画費、公園費の１４節・公園施設整

備工事費３００万円。下総橘駅前駐車場の自転車置場の一部を自動車の駐車場とし

て再整備するものです。８台ほどの増設を予定しております。 
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 続いて、９款・教育費、２項・小学校費につきましては、教育への指定寄附とし

ていただいた２０万４，０００円につきまして、修学旅行のバス増便分へ充当する

ものとなります。 

 次に、５項１目・社会教育費、社会教育総務費の合計７０万３，０００円。今年

の１月に実施予定でした前年度成人式につきまして、５月に実施しており、今年度

の予算を使用しておりますので、本年分を増額補正するものとなります。 

 続いて、１２款・諸支出金、１項１目・諸支出金、基金費の２４節・奨学基金積

立金２００万円。指定寄附をいただき、奨学基金の原資として積み立てるものとな

ります。 

 次に、歳入について申し上げます。お手数ですが、議案書の１８ページをお願い

いたします。 

 １５款・国庫支出金、１項１目・国庫負担金、民生費国庫負担金、１節・障害児

者福祉費負担金の障害者自立支援給付費負担金５２６万円。歳出補正で申し上げま

した民生費の自立支援給付費に係る国負担分となります。 

 同節・障害児入所給付費等国庫負担金２２０万円。 

 同様に歳出補正で申し上げました民生費の障害児通所給付費に係る国負担分とな

ります。 

 ４節・国民健康保険国庫負担金マイナス３６万８，０００円。歳出補正で申し上

げました民生費の国民健康保険特別会計繰出金の国負担分の減額となります。 

 次に、２項３目２節・国庫補助金、衛生費国庫補助金、予防費補助金の感染症予

防事業費等国庫負担金２４０万３，０００円。歳出補正で申し上げました衛生費の

番号制度に係るシステム改修の国補助金となります。 

 １６款・県支出金、１項２目・県負担金、民生費県負担金、１節・障害児者福祉

費負担金の障害者自立支援給付費負担金２６３万円、国庫負担金同様、歳出補正で

申し上げました民生費の自立支援給付費に係る県負担分となります。 

 同節・障害児入所給付費等県負担金１１０万円。同様に歳出補正で申し上げまし

た民生費の障害児通所給付費に係る県負担分となります。 

 ４節・国民健康保険負担金の国民健康保険基盤安定負担金マイナス１８万７，０

００円。こちらも国庫負担金同様、歳出補正の民生費で申し上げました国民健康保

険特別会計繰出金の県負担分の減額となります。 
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 次に、２項３目４節・県補助金、衛生費県補助金、環境衛生費補助金の住宅用省

エネルギー設備導入促進事業補助金１１３万円。一般会計補正予算（第３号）の歳

出予算で計上した同事業の県補助金が採択になりましたので、増額補正するものと

なります。 

 １８款・寄附金、１項２目１節・寄附金、指定寄附金（福祉）１５０万円。ブラ

イトピック千葉様より福祉へということでご寄附をいただいております。歳出予算

で申し上げましたとおり、おでかけ号の購入の財源に充当しております。 

 同節の指定寄附金（教育）２２０万４，０００円。東洋合成様より２００万円、

明治安田生命保険様より２０万４，０００円頂いております。２００万円は奨学基

金積立金として、２０万４，０００円は小学校の修学旅行のバス増便分の財源とし

て充当しております。 

 一つ飛びまして、２１款・諸収入、５項３目５節・雑入の過年度返還金１３３万

４，０００円。歳出補正の農林水産業費で申し上げました多面的機能支払交付金返

還金を菰敷環境資源保全会により返還するものですが、町補助金の上乗せ分も合わ

せて返還となります。 

 同節のとうのしょうサイクルデー事業貸付金返還金９００万円。歳出補正の商工

費で申し上げましたとうのしょうサイクルデー事業貸付金の返還金となります。 

 同節・千葉県後期高齢者医療給付金（精算分）８３１万５，０００円。前年度の

後期高齢者医療給付費の精算となります。 

 最後に歳入が歳出に不足する４１１万８，０００円につきまして、２０款・繰越

金の前年度繰越金を充当するものです。 

 以上で一般会計補正予算（第７号）の説明を終わらせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 町民課長、伊藤雅晃君。 

町民課長（伊藤雅晃君） 

 それでは、議案第４３号、令和３年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）につきまして、内容の説明を申し上げます。 

 初めに、歳出でございます。議案書の３０ページをご覧ください。 

 ２款・保険給付費のうち１項・療養諸費及び２項・高額療養費につきましては、
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新型コロナワクチン接種の接種率向上などにより医療機関の受診控えが落ち着き、

今後は受診率の上昇が見込まれる他、本町国保において特定疾病対象者の増加が見

込まれることから、必要な給付額を増額するものでございます。 

 １項１目１８節・療養給付費につきましては、予算現額の約６．８％となる６，

３７９万２，０００円、１項３目１８節・療養費につきましては、約５．３％とな

る４７万９，０００円、２項１目１８節・高額療養費につきましては、約１０．４％

となる１，４０８万２，０００円をそれぞれ増額するものでございます。 

 なお、これら保険給付費の財源につきましては、全額が普通交付金で措置をされ

ます。 

 続きまして、歳入でございます。議案書の２９ページをご覧ください。 

 ５款１項１目１節・普通交付金７，８３５万３，０００円は、歳出における保険

給付費の増額分の財源でございます。 

 ７款１項１目１節・保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）マイナス３，０００円

並びに同２節・保険基盤安定繰入金（保険者支援分）マイナス７３万５，０００円

は、当初予算で見込額として計上した保険基盤安定繰入金の国庫並びに県費交付金

の交付額の確定に伴い、差額を減額するものでございます。 

 ８款１項１目１節・前年度繰越金７３万８，０００円は、保険基盤安定繰入金の

歳入額の減額に伴い、その不足額を補うものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ７番、花香孝彦君。 

７番（花香孝彦君） 

 ７番、花香です。議案第４２号、２２ページになります。一番上の公園施設整備

工事費３００万円について伺います。 

 橘駅の駐車場ということで、本日朝、見てまいりましたが、駐車スペースから車

があふれて路上駐車されており、急を要すために今回補正予算に計上されたことと

思います。現状について伺うとともに、駐車場の整備について、逆に民間の月極駐

車場の方にも配慮を考えていただいて、計画的にお願いしたいと思います。 

 その上で、併せまして笹川駅の駐車場についても同様な問題が考えられますので、
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考えていただきたいと思います。 

 以上２点、現状についてと笹川駅の駐車場の整備について伺わせてください。 

議長（宮澤 健君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 まず１点目に、下総橘駅駐車場の現状についてなんですが、議員がおっしゃると

おり、今現在、町内外の通勤や送り迎えの方など、利用者が大変多くて、指定した

駐車場以外の駐車が度々見られておりまして、町の方にも住民が困っているという

苦情等を受けております。その関係で、今回、地元から少しでも駐車場の数を増や

してほしいという要望があったために、現在の自転車置場の一部を自動車用の駐車

場として再整備をするものでございます。 

 ２点目として、笹川駅の駐車場の計画につきましては、こちらにつきましては、

それほど橘駅駐車場ほど苦情等は受けておりませんが、町の方も現状を確認し、地

元の方や地元議員さんなど、いろいろ意見を聞きながら、検討していきたいと思っ

ています。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 よろしいですか。 

 他にありますか。 

 ６番、板寺正範君。 

６番（板寺正範君） 

 議案書２１ページ、６款・商工費、とうのしょうサイクルデー事業貸付金ですが、

この事業の事業内容を教えていただきたいと思います。 

議長（宮澤 健君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 とうのしょうサイクルデー、こちらの事業内容なんですが、東庄町観光協会が主

催で令和４年２月６日、日曜日に都内などのサイクリストを対象に両国駅から笹川

駅まで自転車専用列車、Ｂ．Ｂ．ＢＡＳＥという列車を運行させまして、町内のサ

イクリングコースを１日かけて巡るイベントです。 

 また、昼食時やサイクリング終了後に東庄町の特産品である苺やＳＰＦ豚を使用
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し、開発した新商品を参加者の皆さんに提供し、当事業に対する満足などのアンケ

ート調査を行いまして、事業効果や課題を実証する事業です。 

 こちらの事業につきましては、官公庁の公募の事業の地域の観光資源の磨き上げ

を通じた域内連携促進に向けた実証事業という、この事業内容の採択を受けまして、

１００％の補助事業のものでございます。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 ６番、板寺正範君。 

６番（板寺正範君） 

 はい、分かりました。ということは、東庄の町民の皆さんがサイクルとか、それ

に参加するとか、そういう話ではなくて、電車で来たサイクリストというんですか、

その方が町内を回ったり、イベントにその人達が参加してくれるという、そういう

ことですね。分かりました。 

議長（宮澤 健君） 

 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 初めに、議案第４２号、令和３年度東庄町一般会計補正予算（第７号）を採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第４２号は原案のとおり可決されました。 
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 次に、議案第４３号、令和３年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第４３号は原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。閉会に先立ち町長よりご挨拶をお願いし

ます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、東庄町議会１２月定例会の閉会にあたりまして、ご挨拶を申し上げま

す。 

 本定例会には、執行部より同意１件、承認１件、議案３件を提案させていただき

ました。 

 議員各位には慎重なるご審議を賜り、全ての案件が原案のとおり同意、承認、可

決をいただきまして、誠にありがとうございました。 

 会期中に頂戴をいたしましたご意見、ご提言につきましては、鋭意検討し、町政

に反映してまいる所存であります。 

 令和３年も残すところあと半月ほどになりました。新型コロナウイルス感染症に

よる緊急事態宣言が９月３０日に解除され、その後、国内の新規感染者数は低い水

準で抑えられております。とはいえ、感染の第６波や新たな変異株など懸念されて

おり、引き続きうつらない、そしてうつさないことを基本として新たな生活様式に

即した施策を展開してまいりたいと考えております。 

 国におきましては、臨時国会が開催されており、コロナ克服、新時代の開拓のた

めの経済対策に関わる補正予算が審議中でございます。町といたしましても、これ

らの情報を注視し、新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい状況にある住民

の生活や暮らしを支援する施策を展開してまいります。議員各位におかれましては、

なお一層のご支援、ご協力を賜りますよう、お願いを申し上げる次第でございます。 

 最後になりましたが、年の瀬の慌ただしい時期を迎えました。くれぐれも健康に



－33－ 

は留意をされ、益々のご活躍を心からご祈念を申し上げまして、閉会の挨拶とさせ

ていただきます。ありがとうございました。 

議長（宮澤 健君） 

 私からも一言、ご挨拶を申し上げます。 

 １２月定例会、お疲れさまでした。新たな変異株、オミクロン株が蔓延し始めま

して、イギリスで初めて死亡者が出ました。重症化はしにくいと言われていました

けれども、感染力が非常に強く、空気感染すると言われています。また、インフル

エンザも流行しているようであります。議員各位におかれましては、体調管理をき

ちんとしていただきたいと思います。 

 年末になるといろいろな事件も多くなってまいります。加えて、最近では大きな

地震がやたらと発生しております。乾燥し、火災も発生しやすくなっております。

屋根の修理は天気の日のうちに行えという言葉があります。災害に備える心構えも

必要であります。 

 迎える年が良い年でありますようにご祈念申し上げまして、挨拶とさせていただ

きます。本日はご苦労さまでした。 

 以上で令和３年１２月東庄町議会定例会を閉会します。ご苦労さまでした。 

（午後 １時３１分 閉会） 

 

 


